
 

 

(エ) １辺がχ㎝の立方体の表面

積ｙ㎝２  

(オ) 半径が４㎝で，中心角がχ° 

のおうぎ形の面積ｙ㎝２ 

(カ) 底面の半径がχ㎝で，高さが

７㎝の円柱の体積ｙ㎝３ 
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○ 次の問いに答えなさい。 

① ｙがχの２乗に比例するものを，次の(ア)～(カ)の中からすべて選び，記号で

答えなさい。 

 

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ … 0.5 2 4.5 8 12.5 … 

  

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ …      … 

   

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ …      … 

   

② 次の文の（    ）にあてはまる語句を答えなさい。 

 

関数ｙ＝ａχ２のグラフは，（    ）に 

ついて対称な曲線である。 

［①② 知識・理解］ 

 

 

○ ｙはχの２乗に比例し，χ＝２のとき，ｙ＝１２です。次の問いに答えなさい。 

③ ｙをχの式で表しなさい。 

 

 

 

④ χ＝３のとき，ｙの値を求めなさい。 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑤ 右のグラフは，ｙ＝－χ２のグラフで， 

グラフ上にＰ(ａ，－８)があります。 

ａの値を求めなさい。ただし，ａ＞０ 

とします。 

 

 

⑥ ｙ＝    のグラフをかきなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

［③～⑥ 技能］ 

○ 右の図のようなＡＢ＝１０ｃｍ，ＢＣ＝２０ｃｍの 

直角三角形ＡＢＣで，点ＰはＢを出発して，毎秒 

１ｃｍの速さで辺ＡＢ上をＡまで動き，点Ｑは点Ｐ 

と同時にＢを出発して，毎秒２ｃｍの速さで辺ＢＣ 

上をＣまで動きます。 

次の問いに答えなさい。 
 

⑦ 出発してからχ秒後の△ＰＢＱの面積をｙｃｍ２ 

として，ｙをχの式で表しなさい。 

 

⑧ △ＰＢＱの面積が６４ｃｍ２になるのは何秒後で 

すか。 

 

［⑦⑧ 見方や考え方］ 

単元名：〔関数とグラフ（啓林館）〕〔関数ｙ＝ａχ２（東京書籍）〕 

 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①②     ③～⑥     ⑦⑧      得点 

（  ／２） （  ／４） （  ／２）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

 

 

 

１

４
χ２

Ｏ

-5

ｙ

χ
5-5

5
(イ)

(ウ)

χ 

ｙ 

０ 

Ｐ 

ａ 

－ ８ 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 
Ｑ 

Ｐ

？

／ 

・
？

／ 
・
／ 

↑ 

→ 

(ア)

-60 -30 -20 -15 -12 

-4  -16  -36 -64 -100 



　　単　　元　　名

　ア　事象の中には関数ｙ＝ａχ²としてとらえられるものがあることを知ること。

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 80%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 85%

⑦ ○ ○ 70%

⑧ ○ ○ 70%

2 4 2 1 7 0 82%

　　 関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

　イ　関数ｙ＝ａχ²について，表，式，グラフを相互に関連づけて理解すること。

中学校第３学年　単元別確認テスト８　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〈学習指導要領〉

Ｃ　関数

　〔４章１　関数とグラフ（啓林館 P.86～P.97）〕　〔４章１　関数ｙ＝ａχ²（東京書籍 P.90～P.101）〕

(1)　具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，関数ｙ＝ａχ²について理解するとともに，　　　　　　　　　

問
題
番
号

解　答　例

合　　計　　８　　問　　

出　題　の  ね  ら　い

関数ｙ＝ａχ２の意味を理解している。

与えられた情報をもとに，関数を表す式を考えることができる。

関数関係を表す式を利用して，答えを考えることができる。

(ア)(ウ）(エ)(カ)

評価の観点

関数ｙ＝ａχ２のグラフで，ｙ座標に対応するχ座標の値を求めることができる。

ｙ軸

問題形式
目
標
正
答
率

8秒後

関数ｙ＝ａχ２のグラフの特徴を理解している。

関数ｙ＝ａχ
２
のグラフをかくことができる。 省略

χに対応するｙの値を求めることができる。

y=χ²

関数ｙ＝ａχ２の関係を式に表すことができる。 ｙ＝３χ²

27

２ ２
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○ 次の問いに答えなさい。 

①       について，χの値が－４から２まで増加するときの変化の割合を求

めなさい。  

 

 

○ 電車Ａが，Ｂ駅を出発してからχ秒間にｙｍ進んだとして，次の問いに答えなさ

い。 

② χとｙの関係を式に表すと，０≦χ≦60 では，ｙ＝ａχ２の関係が成り立ちま

す。Ｂ駅を出発して 20秒後，電車Ａは100ｍ進んでいました。ｙをχの式で表

しなさい。 

。 

 

③ 電車ＡがＢ駅を出発してから 20秒後から 40秒後までの平均の速さを求めなさい。 

 

 

 

④ χ≧60では，電車Ａの速さは一定となります。Ｂ駅を出発してから 70秒後に

電車Ａは 1200ｍ進んでいました。このときの電車Ａの速さを求めなさい。 

 

 

⑤ χとｙの関係をグラフに表しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 車Ａは，駅を出発してから 90秒後に電車Ａと同じ速さで反対側から来た特急列

車とすれちがいました。この列車が駅を通過するのは電車Ａが駅を出発してか

ら何秒後ですか。 

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑦ 関数ｙ＝ａχ２ について，χの変域が－３≦χ≦６のとき，ｙの変域が 

－12≦ｙ≦０です。ａの値を求めなさい。 

 

 

 

 

○ 右の図は，関数      のグラフで， 

  グラフ上の２点Ａ，Ｂを通る直線がある。 

点Ａのχ座標は－２で，点Ｂのχ座標は 

６である。次の問いに答えなさい。 

⑧ ２点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。 

 

 

 

 

        

［①～⑤⑦⑧ 技能］ 

⑨ 図において，ｙ軸上の原点より上側に点Ｐをとる。△ＰＡＢの面積が△ＯＡＢ 

の面積の２倍になるとき，点Ｐのｙ座標を求めなさい。 

  

 

 

［⑥⑨ 見方や考え方］ 

単元名：〔関数ｙ＝ａχ２の値の変化 いろいろな事象と関数（啓林館）〕〔関数ｙ＝ａχ２ いろいろな関数の利用（東京書籍）〕〕

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

①～⑤⑦⑧     ⑥⑨        得点 

（   ／７） （   ／２）  （   ／９） 

技能    見方や考え方      

ｙ 

Ｂ Ｐ ・

ｙ＝
１

２
χ２

χ 

Ａ 

Ｏ 

・

・

－２ ６ 

ｙ＝
１

２
χ２

500 

1000 

1500 

50 
０ 

100 150 

 

ｙ 

χ 

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 80%

② ○ ○ 75%

③ ○ ○ 75%

④ ○ ○ 65%

⑤ ○ ○ 65%

⑥ ○ ○ 65%

⑦ ○ ○ 65%

⑧ ○ ○ 70%

⑨ ○ ○ 65%

2 7 0 0 9 0 69%

面積の関係から，条件を満たす点の位置を考えることができる。

与えられた情報から，χの変域によって電車の進み方が異なることに気づき，対応
関係を利用して，グラフをかくことができる。

関数ｙ＝ａχ２のグラフ上の２点を通る直線の式を求めることができる。 ｙ＝2ｘ＋6

省略

18

平均の速さを求めることができる。 1５ｍ／秒

　　 関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

　エ　いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解すること。

－１

解　答　例

Ｃ　関数

合　　計　　９　　問　　

出　題　の  ね  ら　い

与えられた情報をもとに，ｙをχの式で表すことができる。

関数ｙ＝ａχ２の変化の割合を求めることができる。

与えられた情報から，特急列車の動きに気づき，グラフを利用するなどして，問題
を解決することができる。

１５０秒後

χとｙの変域をもとに，関数ｙ＝ａχ２の比例定数を求めることができる。

与えられた情報から，χの変域によって電車の進み方が異なることに気づき，関数

ｙ＝ａχ２の式を利用して，答えを考えることができる。
30ｍ／秒

(1)　具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，関数ｙ＝ａχ²について理解するとともに，　　　　　　　　　

中学校第３学年　単元別確認テスト９　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〈学習指導要領〉

評価の観点 問題形式

目
標
正
答
率

問
題
番
号

　〔４章２　関数ｙ＝ａχ²の値の変化（啓林館 P.98～P.105），４章３　いろいろな事象と関数（啓林館 P.106～P.109）〕
　〔４章１　関数ｙ＝ａχ²（東京書籍 P.102～P.108），４章２　いろいろな関数の利用（東京書籍 P.109～P.116）〕

　イ　関数ｙ＝ａχ²について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。

－
１

３

ｙ＝
１

４
χ２



15㎝ 12㎝

10㎝ 8㎝

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

○ 次の図の ア と イ の四角形は相似です。 

① 辺ＡＤに対応する辺を答えなさい。 

 

 

②              ② ∠Ｅと角度が等しい角を答えなさい。 

 

 

 

③ 四角形 ア と イ の相似比を 

求めなさい。 

［①～③ 知識・理解］ 

○ 次の問いに答えなさい。 

④ △ＡＢＣ∽△ＤＥＦで相似比が４：７のとき，辺ＢＣが６cmのとき辺ＥＦの長

さを求めなさい。                  

 

 

 

⑤ 次の図で相似な三角形を記号∽を使って表し，そのとき使った相似条件を答え

なさい。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 身長が160㎝の山田さんが，お昼休みに校庭に立つと，影の長さは 120㎝でし

た。このとき，校舎の影の長さは 9.6ｍでした。校舎の高さを求めなさい。 

 

 

 

［④～⑥ 技能］ 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑦ 次の図のように円周上に点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ 

をとり，ＡＣとＢＤの交点をＥとします。 

ＡＥ＝６㎝，ＤＥ＝10㎝，ＣＤ＝８㎝のとき， 

ＡＢの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

○ 次の図を見て，問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 相似な三角形を見つけ，相似 

であることを証明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ＡＤの長さを求めなさい。 

 

［⑦～⑨ 見方や考え方］ 

 

 

 

単元名：〔図形と相似（啓林館）〕〔相似な図形（東京書籍）〕 

    ３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①～③     ④～⑥    ⑦～⑨     得点 

（  ／３） （  ／３） （  ／３）  （  ／９） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

中学校第３学年 単元別確認テスト  10  

 

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 
Ｇ 

Ｈ 

 

 

 

 

ア イ

Ａ 

Ｄ 

45° 
45° 

Ｃ Ｂ 



　　単　　元　　名

　　相似な図形の性質を用いて考察することができるようにする。

　　ア　平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解すること。

　　イ　三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめること。

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 90%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 80%

⑧ ○ ○ 70%

⑨ ○ ○ 70%

3 3 3 0 7 2 83%

相似な三角形を三角形の相似条件を用いて証明することができる。

∠Ｂ

相似な図形の性質をもとに，辺の長さを考えることができる。

辺ＦＧ
※対応する順番が合って正解

相似な三角形を見つけ，相似の関係を記号を使って式に表し，根拠となる相似条件
を答えることができる。

△ＡＢＣ∽△ＡＣＤ
２組の角がそれぞれ等しい
※対応する順番が合って正解

合　　計　　９　　問　　

具体的な事象で，相似な図形の性質を利用して，長さを求めることができる。 12.8ｍ

相似な三角形の存在に気づき，辺の長さを考えることができる。 　　　　　　4.8㎝（　　　㎝）

評価の観点

△ＡＢＣと△ＤＡＣにおいて
共通な角より，∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＡ…①
　　　　　　ＢＣ：ＡＣ＝18：12
　　　　　　　　　　　＝３：２
　　　　　　ＡＣ：ＤＣ＝12：８
　　　　　　　　　　　＝３：２
よって，　　ＢＣ：ＡＣ＝ＡＣ：ＤＣ…②
①②から，２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい
ので
　　　　　　　△ＡＢＣ∽△ＤＡＣ

Ｂ　図形

10㎝
※⑧が正解の場合のみ，⑨の正解が成立

問
題
番
号

解　答　例

相似な図形の性質を利用して，対応する辺の長さを求めることができる。

２：１相似比の意味を理解している。

相似な図形の性質を理解している。

出　題　の  ね  ら　い

相似な図形の性質を理解している。

問題形式

10.5㎝（　　　㎝）

目
標
正
答
率

中学校第３学年　単元別確認テスト１０　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

　〔５章１　図形と相似（啓林館 P.114～P.125）〕　〔５章１　相似な図形（東京書籍 P.120～P.131）〕

〈学習指導要領〉 (1)　図形の性質を三角形の相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を伸ばし，

　　オ　相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。

２１

２

２４

５



四角形ＡＢＣＤの辺ＡＢ,ＢＣ,ＣＤ,ＤＡの中点を 

それぞれＥ,Ｆ,Ｇ,Ｈとすると,四角形ＥＦＧＨは 

平行四辺形になる。 

中学校第３学年 到達度確認テスト  11  

 

 

 

 

○ 右の図の△ＡＢＣで，ＤＥ//ＢＣであるとき， 

それぞれの辺の比をもっとも簡単な整数の比で 

表しなさい。 

 

① ＡＤ：ＤＢ＝ 

 

② ＤＥ：ＢＣ＝ 

［①② 知識・理解］ 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

③ 右の図で，p//q//rのとき，χの値を 

求めなさい。 

 

 

 

 

④ 右の図で，ＡＢ//ＣＤ//ＥＦのとき 

χの値を求めなさい。 

 

 

 

 

⑤ 下の図で，ＣＡ//ＥＤ，ＣＤ//ＥＦのとき，ＤＡの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

［③～⑥ 技能］ 

 

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑥ 下の図の線分ＤＥ，ＥＦ，ＦＤのうち△ＡＢＣの辺に平行な線分を答えなさい。 

 

 

 

 

 

○ 太郎さんと健二さんは，授業で次のことを学習しました。 

 

 
 
 

  この授業後，太郎さんと健二さんは四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの関係につ 

いて，この他にどのようなことが成り立つかを考えました。 

健二さん：四角形ＡＢＣＤの対角線ＡＣとＢＤの長さが等しいとき， 

     四角形ＥＦＧＨはどんな形になるのかな。 

太郎さん：四角形ＥＦＧＨはひし形になるよ。・・・（ア）  

では，四角形ＥＦＧＨが長方形になるときはどんなとき？ 

   健二さん：四角形ＡＢＣＤの対角線が  （イ）   ときだね。 
 

⑦ （ア）が成り立つ理由を書きなさい。 

  

 

 

 ⑧ （イ）に当てはまる条件を書きなさい。 

               

単元名：〔平行線と線分の比（啓林館）〕〔平行線と比（東京書籍）〕 

 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

①②     ③～⑥    ⑦⑧      得点 

（  ／２） （  ／４） （  ／２）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

： 

： 

 

 

 

 

ED

A

CB

12

18

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｅ
Ｆ

４㎝

６㎝

３㎝

６㎝

９㎝ ６㎝Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

4㎝

6㎝

 

 

 

p 

q 

r 

3 

5 

4 . 5 

χ 

E 

D 

A 

C 

B 

8 
1 2 

F 

χ 

［⑦⑧ 見方や考え方］ 



　　単　　元　　名

　　相似な図形の性質を用いて考察することができるようにする。

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 80%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 70%

⑧ ○ ○ 80%

2 4 2 0 6 2 81%

　　　　　　4.8（　　　）

中点連結定理を利用して，図形の性質を考えることができる。

線分ＦＤ

平行線と線分の比の性質を使って，線分の長さを求めることができる。

合　　計　　８　　問　　

垂直に交わる（ＡＣ⊥ＢＤの）

平行線と線分の比の性質をもとに，線分が平行であるかどうかを判断する
ことができる。

　　　　　　　　　　　　㎝

中学校第３学年　単元別確認テスト１１　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧 

〈学習指導要領〉

評価の観点 問題形式
目
標
正
答
率

問
題
番
号

　　イ　三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめること。

　　ウ　平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。
Ｂ　図形

　〔５章２　平行線と線分の比（啓林館 P.126～P.137）〕　〔５章２　平行線と比（東京書籍 P.135～P.147）〕

(1)　図形の性質を三角形の相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を伸ばし，

平行線と線分の比の性質を理解している。

１：３

　　　　　　7.5（　　　）

出　題　の  ね  ら　い

１：２

解　答　例

２０

３

１５

２

２４

５

△ABCと△ADCで，中点連結定理より，

AC＝BDより，EF＝HG＝EH＝FG

同様に，△BADと△BCDで，EH＝
1

2

と

BD，FG＝

なるから

EF＝

，四角形EFGHはひし

1

2

1

2

AC，HG＝

BD

1

2

AC

形である。
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○ 次の問いに答えなさい。 

① 相似な２つの三角形で，相似比が ｍ：ｎのとき，面積の比を答えなさい。 

： 

 
 ② 相似な２つの立体で，相似比が ｍ：ｎのとき，体積の比を答えなさい。 

： 

[①② 知識・理解］ 

 
○ 次の図で，ＤＥ//ＢＣ，ＡＤ＝６ｃｍ，ＤＢ＝８ｃｍである。 
③ △ＡＤＥと△ＡＢＣの相似比を求めなさい。 

 

 
④ △ＡＤＥと△ＡＢＣの面積の比を求めなさい。 

 

 
 ⑤ △ＡＤＥと台形ＤＢＣＥの面積の比を求めなさい。 

： 

 
○ 次の問いに答えなさい。 
⑥ 相似な２つの円柱Ｐ，Ｑがあり，その相似比は２：３です。円柱Ｑの体積が 

１０８ｃｍ３のとき，円柱Ｐの体積を求めなさい。 
 
 

 

［③～⑥ 技能］ 

 
 

 

 

 

 
 
○ 次の問いに答えなさい。 

⑦ 図のような深さが１８ｃｍの円錐の形の容器があり 

ます。この容器に３０ｃｍ３ の水を入れると深さが， 

９ｃｍになりました。この容器をいっぱいにするに 

は，あと何ｃｍ３水を入れればよいか求めなさい。 

 

 

 

 

 

  

⑧ ２つの合同な正三角形ＡＢＣと正三角形ＰＱＲを図のように△ＫＱＣの部分が

重なるように置きました。このとき，△ＡＢＣの面積が△ＫＱＣの面積の９倍

になり，図形ＡＢＲＰＫの周囲の長さが６０ｃｍになるとき，ＱＣの長さを求

めようと思います。求め方の続きを   の中に書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［⑦⑧ 見方や考え方］                           

単元名：〔相似な図形の計量，相似の利用（啓林館）〕〔相似な図形，相似な図形の面積と体積（東京書籍）〕 

 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①②    ③～⑥     ⑦⑧      得点 

（  ／２） （  ／４） （  ／２）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

６cm 

： 

： 

9cm 

18cm 

ＱＣの長さをχｃｍとする。 

χcm 

A 

R B C 

P 

Q 

K 

答 

８cm 

Ａ 

B C 

D E 

Ｐ 

 

Ｑ 

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 80%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 70%

⑧ ○ ○ 70%

2 4 2 0 7 1 80%合　計　８　問　　

相似な図形の相似比を利用して体積を求めることができる。 ３２ｃｍ３

相似な図形を見つけ，相似比と体積比の関係を活用して，問題を考察することができ
る。 ２１０ｃｍ３

相似な図形を見つけ，相似比と長さの比，相似比と面積比の関係を活用して，論理的に
考察し表現することができる。

△ＫＱＣと△ＡＢＣと面積比が１：９だから，
相似比は１：３となる。
　よって，△ＡＢＣ，△ＰＱＲの１辺の長さ
は，３χｃｍと表される。
したがって，周囲の長さが６０ｃｍだから
　３χ＋５χ＋３χ＋２χ＋２χ＝６０
　　　　１５χ＝６０
　　　　　　χ＝４　　　　　　答　４ｃｍ

相似な図形の相似比を利用して面積比を求めることができる。 ９：４０

相似な図形の面積比について理解している。 ｍ２：ｎ２

相似な図形の相似比を求めることができる。 ３：７

相似な図形の相似比から面積比を求めることができる。 ９：４９

中学校第３学年　単元別確認テスト１２　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧
　〔５章３　相似な図形の計量（啓林館 P.138～P.145），５章４　相似の利用（啓林館 P.146～P.149）〕
　〔５章１　相似な図形（東京書籍 P.132～P.133），５章３　相似な図形の面積と体積（東京書籍 P.148～P.154）〕

〈学習指導要領〉

B　図形

　(1)　図形の性質を三角形の相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を伸ばし，
      相似な図形の性質を用いて考察することができるようにする。

　　エ　基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理解すること。

　　オ　相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。

問
題
番
号

相似な図形の体積比について理解している。 ｍ３：ｎ３

問題形式

目
標
正
答
率

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

評価の観点



Ｏ
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① 次の図で，∠χは∠ａの何倍ですか。 

 

 

 

 

② 次の図で、∠ＢＡＣと同じ大きさの角を 

すべて求めなさい。 

ただし，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ 

は円周を８等分した点です。  

 

 

 

 

[①② 知識・理解］ 

③ 次の図で，∠χの大きさを求めなさい。点Ｏは，円の中心です。 

 

 

 

④ この問題をＣＯに補助線を引いて∠χを求め 

ました。どのように考えたか書きなさい。 

                 

                  

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

⑤ １つの円で，円周の  の弧に対する円周角の 

大きさを求めなさい。 

 

 

⑥ １つの円で，円周角が54°のとき，この円周角に 

対する弧の長さは，円周の何分のいくつですか。 

                     ［③⑤⑥ 技能］ 

⑦ ⑥の問題で使った図形の性質を書きなさい。 

 

 

 

⑧ 次の図は，△ＡＢＣの点Ａが線分ＰＱ上にあります。このとき， 

   ∠ＣＡＢ＝∠ＣＤＢとなるような点Ｄを線分ＰＱ上に作図しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［④⑦⑧ 見方や考え方］ 

①②        ③⑤⑥      ④⑦⑧      得点 

（  ／２） （  ／３） （  ／３）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

 

 

100°

ｘ 

32°

ｘ 

単元名：〔円周角と中心角（啓林館）〕〔円周角の定理（東京書籍）〕 

 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

 

 

χ 

 

 

Ａ 

２

３

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ

  

Ｐ Ｑ 

 

 

 



χ

ａ

Ｐ



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 70%

⑦ ○ ○ 70%

3 3 2 1 4 3 78%

○ 70%○

おうぎ形の弧の長さは，中心角の大きさに比例する
という性質。

円周角の大きさをもとに，円周と弧の長さの関係を求めることができる。

⑧

70%○

円周角の定理を利用し、作図の方法を考えることができるか。

△ＡＢＣの２辺ＡＣ，ＡＢの垂直二等分線
を作図し，その交点を中心として，３点
Ａ，Ｂ，Ｃまでの距離を半径として円をか
く。その円と線分ＰＱとの交点を点Ｄとす
る。

中学校第３学年　単元別確認テスト１３　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

　〔６章１　円周角と中心角（啓林館 P.154～P.160）〕　〔６章１　円周角の定理（東京書籍 P.158～P.165）〕

〈学習指導要領〉

Ｂ　図形

（2）　観察，操作や実験などの活動を通して，円周角と中心角の関係を見いだして理解し，それを用いて考察することが
　　　　できるようにする。
　　ア　円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知ること。
　　イ　円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。

合　　計　　８　　問　　

１２０°弧と円周の長さの関係をもとに，円周角の大きさを求めることができる。

中心角と弧の長さの比の関係をもとにした求め方を説明することができる。

問題形式
目
標
正
答
率

∠ＡＣＢ，∠ＡＥＢ

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

評価の観点

円周角の意味や円周角と中心角の関係を理解している。

円周角と弧の定理を理解しているか。

円周角の定理を使って，角の大きさを求めることができる。

円周角の定理を使った求め方を説明することができる。

問
題
番
号

１８°

④

中心角は円周角の２倍に等しい性質を利用して
∠ＢＯＣ＝３２×２＝６４°
∠ＣＯＤ＝１００－６４＝３６
∠ｘ＝３６÷２＝１８°

○

Ｐ Ｑ
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１０

３

1

2
倍









Ｄ

Ｃ
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○ 次の図で点Ａ，Ｃ，Ｅは円Ｏの周上にあり，点Ｂは円Ｏの内側，点Ｄは円Ｏの

外側にあります。ただし，点は直線AEに対して同じ側にあるものとする。 

① ∠Ｂ，∠Ｃ，∠Ｄ，∠Ｏ の中で，一番小さい角を選びなさい。 

 

                       

 

② 弧ＡＦが弧ＡＥの長さの半分になるように点Ｆを 

作図するとき，∠ＡＣＦの大きさは，∠ＡＯＥの 

何倍になりますか。 

 

 

 

③ 次の図で，∠χの大きさが何度のとき， 

４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ は１つの円周上にある 

といえますか。 

 

 

 

［① ～③ 知識・理解］ 

○ 次のそれぞれの図で，∠ＢＤＣの大きさを求めなさい。 

④ ＤＡ//ＣＥ，ＢＤは直径         ⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑥ 次の図は，△ＡＢＣのＡＢを直径とする半円と 

ＡＣ，ＢＣとの交点をＤ，Ｅとしたものです。 

  ∠ＡＣＢ＝５５°，弧ＤＥ＝弧ＥＢのとき， 

  ∠ＣＡＢの大きさを求めなさい。 

 

 

 

［④～⑥ 技能］ 

 

⑦ 円に内接する四角形ＡＢＣＤで，対角線ＡＣとＢＤとの交点をＥとします。   

ＡＣ＝ＢＣ，∠ＡＣＤ＝∠ＡＣＢのとき，△ＡＣＤ≡△ＢＣＥであることを，  

次のように証明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この証明には間違いがあります。間違いを指摘して正しく直しなさい。 

 

 

 

 

［⑦ 見方や考え方］ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

25° 
Ｅ 

Ｏ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

単元名：〔円周角と中心角 円の性質の利用（啓林館）〕 

〔円周角の定理 円周角の定理の利用（東京書籍）〕 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①～③   ④～⑥     ⑦      得点 

（  ／３） （  ／３） （  ／１）  （  ／７） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

Ａ 

Ｃ Ｄ 

50° 
50° 

25° 

45° 

Ｂ 




°

°

°

χ

Ｃ

Ｄ

 

 

 

 

△ＡＣＤと△ＢＣＥで 

仮定より ∠ＡＣＤ＝∠ＢＣＥ …① 

仮定より ＡＣ＝ＢＣ     …② 

仮定より ＣＤ＝ＣＥ     …③ 

①②③から 

２辺とその間の角がそれぞれ等しいので       

△ＡＣＤ≡△ＢＣＥ 

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｅ

Ｄ

 

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 90%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 60%

1 ３ ３ 1 5 1 84%

中学校第３学年　単元別確認テスト１４　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〔６章１　円周角と中心角（啓林館 P.161～P.163）,６章２　円の性質の利用（啓林館 P.164～P.167）〕
〔６章１　円周角の定理（東京書籍 P.166～P.169）,６章２　円周角の定理の利用（東京書籍 P.170～P.173）〕

〈学習指導要領〉

Ｂ　図形

問
題
番
号

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

評価の観点 問題形式

（2）　観察，操作や実験などの活動を通して，円周角と中心角の関係を見いだして理解し，それを用いて考察することが
　　　　できるようにする。
　　ア　円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知ること。
　　イ　円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。

　　　　  　　　　　∠Ｄ

円周角の意味や円周角と中心角の関係を理解している。

目
標
正
答
率

円周角の定理の逆を理解している。 ４５°

合　　計　　７　　問　　

円周角と弧の定理や直径と円周角の定理を理解し、角度を求めることができる。 ６５°

円周角と弧の定理や直径と円周角の定理を理解し、角度を求めることができる。 ７０°

円周角の定理の逆を理解し、角度を求めることができる。 ６０°

円周角の性質を利用して，三角形の合同を証明することができる。

ＣＤ＝ＣＥを仮定よりとしているが，
この仮定はないので使えない。
正しくは，
円周角の定理より∠ＣＡＤ＝∠ＣＢＥ･･･③
①②③より一辺とその両端の角がそれぞれ等しいと
証明するのが正しい。

１

４
倍


